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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公開番号】特開2014-119130(P2014-119130A)
【公開日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-034
【出願番号】特願2012-272262(P2012-272262)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｆ   1/00     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｆ   1/00    ３０１　
   Ｆ２４Ｆ   1/00    ３１１　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファンと、
　前記ファンの上方及び前方を囲うように設けられた熱交換器と、
　前記ファンの前方に位置する前記熱交換器の下方に位置し、前記ファンに向かって設け
られたノズルと、
　前記ノズルの前記ファン対向面に、前記ファンの外周の一部に沿って設けられたスタビ
ライザと、を備え、
　前記スタビライザは、
　前記ノズルとの境目に先端部を有し、該先端部の下方には突起部を有し、
　該突起部と前記先端部との間に前記ファンの長手方向に連続する凹形状の第一凹部が形
成されている
　ことを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　前記スタビライザは、
　前記第一凹部の下部に、前記ファンの長手方向に連続する凹形状の第二凹部が形成され
ている
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室内機。
【請求項３】
　前記スタビライザは、
　前記ファンの下方に位置する吹出風路との境目に、前記ファン側に凸に湾曲した形状の
Ｒ部が設けられ、
　該Ｒ部には前記ファンの長手方向に並んで複数の縦溝が形成され、
　複数の該縦溝には縦溝リブが設けられ、
　該縦溝リブの位置は前記ファンの外周に沿って斜め方向に規則的に変化させてあり、
　前記縦溝リブが前記縦溝の一部を埋めることにより第三凹部が形成されている
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の空気調和機の室内機。
【請求項４】
　前記ノズルは、
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　前記熱交換器で発生した結露水を受け止めるドレンパンを形成し、
　該ドレンパンと前記ファンの前方に位置する前記熱交換器との隙間は、
　２ｍｍ以下である
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の空気調和機の室内機。
【請求項５】
　前記ノズルは、
　下面に空気層を介してノズルカバーが取り付けられている
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の空気調和機の室内機。
【請求項６】
　前記ノズルの一部は排水溝を形成し、
　該排水溝は、
　断熱材及び吸水材の少なくとも一方が貼られている
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の空気調和機の室内機。
【請求項７】
　前記熱交換器の伝熱管は、
　アルミニウムで形成されている
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の空気調和機の室内機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図５】
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